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）幕板

配線トレー

２.回転

１.差込む

後側前側

孔(大)

孔(小)
天板

天板補強レール

トラス小ねじ

6個 4個

タッピンねじA B

主要部品(平机　間口1000/1200/1400サイズ)

天板 天板補強レール 脚 配線トレー

2脚1本 1個1枚

幕板

1枚

スタンダードデスク組立説明書
※お買い上げいただいた部品を確認後、本説明書をよくお読みの上、組立ててください。

トラス小ねじ

11個 4個

タッピンねじA B

主要部品(平机　間口2000/2400サイズ)

天板 天板補強レール 脚 配線トレー

2脚2本 2個1枚

幕板

1枚

トラス小ねじ

6個 4個

タッピンねじA B

主要部品(片袖机　間口1000/1200/1400サイズ)

天板 天板補強レール 脚 配線トレー

1脚1本 1個1枚

幕板

1枚

A部

B部

デスクセンター脚

1脚 1個

皿タッピンねじE

1個

ブッシュF

袖箱

1個

袖箱アジャスター 転倒防止金具

4個 1個

なべ小ねじC スマート固定ねじD

4個 2個

デスクを床に設置される時は水平な場所で組立を行い、設置してください。

組立、分解作業の時やアジャスターの調整、組立後の移動時には、万一に備え軍手を着用して

いただくようお願いいたします。

設置条件

組立上の注意点

注1

注2 注3

デスクセンター脚固定金具

1個

脚アジャスター

2個

片袖机組立方法

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

天板面を傷つけないように下に梱包材などを敷いた上に天板を裏返しに置いてください。　

スマート固定ねじを天板左後側に固定してください。

袖箱から各引出を引抜き、なべ小ねじを使用し袖箱アジャスターを底面に固定してください。

1

　　で組付けたスマート固定ねじに袖箱後方の切欠きを合わせ袖箱を後側へスライドさせてください。3
脚、袖箱、天板補強レールをトラス小ねじで各位置に仮組してください。

脚と袖箱のA部にタッピンねじを仮組し、そこに幕板のだるま孔を通しB部に

タッピンねじで仮組した後、脚と天板の水平・垂直を調整していただき

仮組したすべてのねじを本締めしてください。

4

組立後デスクを起こしてください。※脚先を床につけたまま起こすとアジャスター部が破損する原因になります。　

　で引抜いた下段引出へ転倒防止金具を取付けた後、

袖箱へのこりの引出を差込んでください。

幕板に配線トレーを取付けてください。

5
2

1

A部

B部

切欠き

スマート固定ねじ

下段引出しに転倒防止金具を取付後
袖箱に入れてください。

下段引出
中段引出

上段引出

袖箱アジャスター取付×4箇所

脚に脚アジャスターを取付けてください。

下段引出

幕板

天板

脚

袖箱

天板補強レール

2

各部品がしっかり固定されていることを

確認出来れば、完成です。

テーブル本体の水平は

アジャスター調整にて行ってください。

完成図

注2

注3参照
なべ小ねじ

タッピンねじ 脚アジャスター

仕切板

2枚

注2参照

M6×16mm M5×12mm M6×12mm M6×10mm

M6×16mm M5×12mm M5×20mm

M6×16mm M5×12mm

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

トラス小ねじ

スマート固定ねじ

トラス小ねじ

だるま孔

タッピンねじ

だるま孔

タッピンねじ

注1参照

注1

転倒防止金具



平机（間口2000/2400仕様）組立方法

天板面を傷つけないように下に梱包材などを敷いた上に天板を裏返しに置いてください。　1

2 脚、天板補強レールをトラス小ねじで各位置に仮組してください。

脚のA部にタッピンねじを仮組し、そこに幕板のだるま孔を通しB部に

タッピンねじで仮組してください。
3

幕板中央にある孔へ皿タッピンねじでブッシュを取付け、デスクセンター脚の後方部にあるだるま孔を

取付けたブッシュに嵌め込みながら、デスクセンター脚上部をデスクセンター脚固定金具に合わせてください。
4

5

組立後、二人以上でデスクを起こしてください

※脚先を床につけたまま起こすとアジャスター部が破損する原因になりますのでご注意ください。

幕板に配線トレーを取付けてください。

6

天板とデスクセンター脚、デスクセンター脚固定金具をトラス小ねじで仮組した後、

脚と天板の水平・垂直を調整していただき仮組したすべてのねじを本締めしてください。

デスクセンター脚固定金具をトラス小ねじで固定してください※デスクセンター脚固定金具の向き注意のこと。

天板

脚

天板補強レール

幕板

デスクセンター脚固定金具

デスクセンター脚

完成図

各部がしっかり固定されていることを確認出来れば、完成です。

デスク本体の水平はアジャスター調整にて行ってください。

注2

裏面注3参照

タッピンねじ

トラス小ねじ

ブッシュ

皿タッピンねじ

平机（間口1000/1200/1400仕様）組立方法

天板面を傷つけないように下に梱包材などを敷いた上に天板を裏返しに置いてください。　1

2 脚、天板補強レールをトラス小ねじで各位置に仮組してください。

脚のA部にタッピンねじを仮組し、そこに幕板のだるま孔を通しB部にタッピンねじで仮組した後、

脚と天板の水平・垂直を調整していただき仮組したすべてのねじを本締めしてください。
3

組立後、二人以上でデスクを起こしてください。

※脚先を床につけたまま起こすとアジャスター部が破損する原因になりますのでご注意ください。

幕板に配線トレーを取付けてください。

4

幕板

天板

脚

天板補強レール

注1

完成図

タッピンねじ

トラス小ねじ

注2

裏面注3参照

裏面注2参照裏面注2参照

各部品がしっかり固定されていることを確認出来れば、完成です。

デスク本体の水平はアジャスター調整にて行ってください。

注1

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

（締付トルク4.9Ｎ・ｍ（50㎏ｆ・ｃｍ））

だるま孔

A部

B部

A部

B部
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）

26B

裏面注1参照
裏面注1参照

だるま孔

タッピンねじ

だるま孔

タッピンねじ


